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た
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今
月
の
時
事 

 
 

・
・
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２０１９年４月１０日

半
世
紀
前
の
受
傷
時
、
医
師
か
ら
脊
髄
損
傷
に
つ
い
て
「
脊
髄
（
中
枢

神
経
）
は
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
よ
う
な
も
の
で
い
っ
た
ん
切
れ
る
と
繋
が
ら
な

い
、
従
っ
て
治
る
こ
と
は
な
く
一
生
車
い
す
の
生
活
に
な
る
」
と
説
明
を

受
け
た
。
い
た
っ
て
文
学
的
情
緒
的
自
己
解
釈
で
あ
る
が
下
記
情
報
に
よ

る
と
そ
う
で
は
な
く
、
切
断
部
に
蓋
が
出
来
て
し
ま
っ
て
再
接
続
を
不
可

能
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
蓋
が
で
き
る
過
程
が
判
っ
た

こ
と
で
蓋
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
見
通
し
が
出
来
た
よ
う
で
あ
る
。

（
北
九
州
支
部
白
川
長
廣
）

******************

「
脊
髄
損
傷
な
ど
の
軸
索
損
傷
の
再
生
阻
害
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
世
界
で
初

め
て
解
明
」

名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
分
野
の
門
松
健
治
教
授
ら
の
研
究

グ
ル
ー
プ
は
、
神
経
軸
索
の
再
生
を
阻
害
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
世
界
で
初

め
て
明
ら
か
に
し
た
。

私
た
ち
の
神
経
細
胞
の
「
軸
索
」
と
呼
ば
れ
る
部
位
は
、
身
体
の
中
で
い

わ
ゆ
る
「
送
電
線
」
の
役
目
を
し
て
お
り
、
様
々
な
情
報
を
電
気
信
号
で
伝

達
し
て
い
る
。
台
風
な
ど
で
送
電
線
が
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
よ
う

に
、
神
経
軸
索
も
、
外
傷
な
ど
で
切
断
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
送
電

線
は
す
ぐ
に
繋
ぎ
直
し
が
で
き
る
が
、
神
経
軸
索
は
二
度
と
再
生
で
き
な

い
。
こ
の
結
果
、
神
経
回
路
は
永
続
的
に
断
絶
さ
れ
、
患
者
に
は
麻
痺
な
ど

の
後
遺
症
が
残
る
こ
と
に
な
る
。

切
断
さ
れ
た
神
経
軸
索
が
再
生
機
能
を
失
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
こ
れ
ま
で

不
明
で
あ
っ
た
が
、
今
回
、
同
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
硫

酸
（CS

）
と
ヘ
パ
ラ
ン
硫
酸
（H

S

）
と
呼
ば
れ
る
、
２
つ
の
糖
鎖
を
化
学

合
成
し
、
神
経
軸
索
の
伸
長
を
制
御
す
る
２
つ
の
糖
鎖
の
作
用
機
構
の
解

明
に
成
功
し
た
。
特
に
、CS

が
、
脊
髄
損
傷
な
ど
の
外
傷
や
脳
梗
塞
な
ど

の
虚
血
の
際
に
、
損
傷
軸
索
先
端
部
にD

ystrophic endball
と
呼
ば
れ
る

２１３
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異
常
球
状
構
造
を
誘
発
し
て
、
損

傷
後
の
神
経
軸
索
再
生
を
阻
害
し

て
し
ま
う
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、

分
子
・
細
胞
レ
ベ
ル
で
初
め
て
明

ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
神
経
細

胞
受
容
体PTPR
σ
がCortactin

と
い
う
分
子
を
脱
リ
ン
酸
化
し
、

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
流
れ
を
止
め

て
し
ま
う
こ
と
が

D
ystrophic 

endball 

の
形
成
要
因
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

本
成
果
に
よ
り
、
脊
髄
損
傷
な

ど
の
軸
索
損
傷
に
お
け
る
新
し
い

治
療
標
的
分
子
が
同
定
さ
れ
た
こ

と
で
、
今
後
、
脊
髄
損
傷
や
神
経

変
性
疾
患
な
ど
へ
の
応
用
が
期
待

で
き
る
。

論
文
情
報
：
【N

ature Chem
ical 

B
iology

】

G
lycan 

sulfation 
patterns define autophagy flux 
at axon tip via PTPR

σcortactin 
axis

」（
大
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
オ
ン
ラ
イ
ン

編
集
部2019

年5

月19

日
よ
り
転
載
）

（
注
）
太
字
化
は
白
川
に
よ
る

*******************

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー

(A
utophagy) 

は
、
細
胞
が
持
っ
て
い
る
、
細
胞

内
の
タ
ン
パ
ク
質
を
分
解
す
る
た

め
の
仕
組
み
の
一
つ
。
自
食
（
じ

し
ょ
く
）
と
も
呼
ば
れ
る
。
酵
母

か
ら
ヒ
ト
に
い
た
る
ま
で
の
真
核

生
物
に
見
ら
れ
る
機
構
で
あ
り
、

細
胞
内
で
の
異
常
な
タ
ン
パ
ク
質

の
蓄
積
を
防
い
だ
り
、
過
剰
に
タ

ン
パ
ク
質
合
成
し
た
と
き
や
栄
養

環
境
が
悪
化
し
た
と
き
に
タ
ン
パ

ク
質
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
た
り
、

細
胞
質
内
に
侵
入
し
た
病
原
微
生

物
を
排
除
す
る
こ
と
で
生
体
の
恒

常
性
維
持
に
関
与
し
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
、
個
体
発
生
の
過
程
で
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
細
胞
死
や
、
ハ
ン
チ

ン
ト
ン
病
な
ど
の
疾
患
の
発
生
、

細
胞
の
が
ん
化
抑
制
に
も
関
与
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

出
典: 

フ
リ
ー
百
科
事
典
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
（W

ik
ip

e
d

ia

）
』

福
脊
連
第
４１
回

総
会
報
告

日
時

２
０
１
９
年
５
月
１１

日

（
土
）
１３
時
３０
分
～
１７
時

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６
階

福
祉
特
１
室

１
．
開
会
・
総
会
成
立
確
認

会
員
数
４６
名
に
対
し
、
出
席
者

６
名
（
委
任
状
４０
名
）
に
よ
り
、

会
則
に
基
づ
き
総
会
成
立
を
確
認

し
、
開
会
し
た
。

２
．
会
長
挨
拶

藤
田
会
長
よ
り
、
挨
拶
が
あ
っ

た
。

３
．
議
長
・
書
記
選
出

議
長
、
書
記
を
選
出
し
議
案
の

審
議
に
入
っ
た
。

議
長

東

聖
二

書
記

宮
岡

健

４
．
基
調
報
告

１
、（
公
益
）
全
脊
連
本
部
・
全

国
支
部
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

２
、
福
脊
連
の
展
望
に
つ
い
て

現
況
の
政
策
推
移
か
ら
・
・
・

国
の
姿
勢

第
１

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に

関
す
る
基
本
的
な
方
向

１

法
制
定
の
背
景

我
が
国
に
お
い
て
は
、
平
成
１６

年
の
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
４５
年

法
律
第
８４
号
）
の
改
正
に
お
い
て
、

障
害
者
に
対
す
る
差
別
の
禁
止
が

基
本
的
理
念
と
し
て
明
示
さ
れ
、

さ
ら
に
、
平
成
２３
年
の
同
法
改
正

の
際
に
は
、
権
利
条
約
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
同
法
第
２
条
第
２
号
に

お
い
て
、
社
会
的
障
壁
に
つ
い
て
、

「
障
害
が
あ
る
者
に
と
っ
て
日
常

生
活
又
は
、
社
会
生
活
を
営
む
上

で
障
壁
と
な
る
よ
う
な
社
会
に
お

け
る
事
物
、
制
度
、
慣
行
、
観
念

そ
の
他
一
切
の
も
の
を
い
う
。」
と

定
義
さ
れ
る
と
と
も
に
、
基
本
原

則
と
し
て
、
同
法
第
４
条
第
１
項

に
、「
何
人
も
、障
害
者
に
対
し
て
、

障
害
を
理
由
と
し
て
差
別
す
る
こ

と
、
そ
の
他
の
権
利
利
益
を
侵
害
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８
．
第
四
号
議
案

福
脊
連
２
０

１
９
年
度

活
動
方
針
（
案
）

１

事
務
所
運
営
に
つ
い
て

２

組
織
基
盤
整
備
・
財
政
基
盤

の
確
立

３

相
談
事
業
の
活
動
の
推
進

に
つ
い
て

４

県
・
市
町
村
・
関
係
機
関
へ

の
要
請
活
動

５

広
報
（
情
報
提
供
）
事
業
の

推
進６

福
脊
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

７

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

８

福
岡
県
障
害
者
協
議
会
の

再
編
に
つ
い
て

ー
福
岡
県
障
害
者
差
別
禁
止
条

例
の
策
定
の
取
り
組
み
ー
再
構
成

が
必
要

９
．
第
五
号
議
案

２
０
１
９
年

度 
 

予
算
（
案
）
提
案
別
紙

１０
．
第
六
号
議
案

法
人
化
を
進

め
る２

０
２
０
年
ま
で
に
福
脊
連
各

支
部
会
員
に
具
体
的
内
容
を
提
示

し
て
合
意
を
得
る
た
め
に
法
人
化

を
進
め
る
。

１１
．
第
七
号
議
案

２
０
１
７
年

度

役
員
選
出

会
長 

 
 

 

藤
田

幸
廣

副
会
長 

 
 

岩
崎

康
雄

副
会
長 

 
 

宮
岡

健

事
務
局
長 

 

藤
田

幸
廣

組
織
部
長 

 

白
川

長
廣

広
報
部
長 

 

坂
本

一
憲

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当

東 
 

聖
二

会 
 

計 
 

白
川

長
廣

会
計
監
査 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
敬
称
略
）

１２
．
第
八
号
議
案

ス
ロ
ー
ガ
ン

採
択

１３
．
議
長
・
書
記
の
解
任

１４
．
閉
会
挨
拶

第
３８

回
福
岡
支
部

総
会
報
告

福
岡
支
部

坂
本

一
憲

平
成
３１

年
３
月
２１

日
（
木
）

に
、
福
岡
市
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ
で

実
施
し
、
福
岡
支
部
会
則
に
よ
り

成
立
。

経
過
報
告

藤
田
事
務
局
長
よ
り
、
２
０
１

８
年
度
総
括
あ
り
。

決
算
報
告

報
告
・
承
認
。

会
計
監
査

報
告
・
承
認
。

活
動
方
針
提
案

１
．
差
別
禁
止
条
例
の
取
り
組
み

（
障
害
者
権
利
条
約
を
基
本
と

し
た
）

・
福
岡
県
、
市
で
の
差
別
禁
止
に

つ
い
て
の
学
習

・
障
害
者
差
別
解
消
法
の
検
討

パ
ラ
レ
ル
レ
ポ
ー
ト

・
３
年
後
見
直
し
、
障
害
者
総
合

支
援
法
等

２
．
障
が
い
者
駐
車
場
、
啓
発
活

動
の
取
り
組
み
。

３
．
公
益
法
人
に
つ
い
て
の
、
学

習
会
。

４
．
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

５
．出
前
福
祉
講
座
の
取
り
組
み
。

６
．「
脊
損
相
談
会
」の
取
り
組
み
。

７
．
会
員
訪
問
活
動
・
地
域
懇
談

会
の
取
り
組
み
。

８
．
福
祉
ホ
ー
ム
・
介
助
犬
の

研
究
。

予
算
提
案

提
案
・
承
認
。

支
部
役
員
選
出

支
部
長 

 

岩
崎
庸
雄

副
支
部
長

坂
本
一
憲

事
務
局
長

藤
田
幸
廣

文
体
部
長

渉
外
部
長

藤
田
幸
廣

会 
 

計

大
藪
雅
江

会
計
監
査

織
田
晋
平

労
災
部
長

坂
本
一
憲

 
 

 
 

（
敬
称
略
）。
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裁
判
員
制
度
が
、
五
月
二
一
日

で
施
行
か
ら
十
年
を
迎
え
た
。「
戦

後
最
大
の
刑
事
司
法
改
革
」
と
呼

ば
れ
て
二
〇
〇
九
年
に
始
ま
っ
た

裁
判
員
裁
判
制
度
で
あ
る
。

選
挙
人
名
簿
か
ら
無
作
為
に
選

ば
れ
た
裁
判
員
が
裁
判
官
と
共
に

裁
判
を
行
う
制
度
で
あ
り
、
国
民

の
司
法
参
加
に
よ
り
、
国
民
が
持

つ
健
全
な
社
会
常
識
が
裁
判
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民

の
司
法
に
対
す
る
理
解
と
支
持
が

深
ま
り
、
司
法
は
よ
り
強
固
な
国

民
的
基
盤
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ

て
い
る
。
裁
判
員
制
度
が
適
用
さ

れ
る
事
件
は
、
地
方
裁
判
所
で
行

わ
れ
る
刑
事
裁
判
の
う
ち
殺
人
罪
、

傷
害
致
死
罪
、
強
盗
致
死
傷
罪
な

ど
、
一
定
の
重
大
な
犯
罪
に
つ
い

て
の
裁
判
で
あ
る
。
裁
判
は
、
原

則
と
し
て
裁
判
員
六
名
、
裁
判
官

三
名
の
合
議
体
で
行
わ
れ
る
。
裁

判
員
は
審
理
に
参
加
し
て
、
裁
判

官
と
と
も
に
、証
拠
調
べ
を
行
い
、

有
罪
か
無
罪
か
の
判
断
と
、
有
罪

の
場
合
の
量
刑
の
判
断
を
行
う
。

は
じ
め
に

最
高
裁
裁
判
所
の
大
谷
直
人
長

官
は
一
五
日
に
会
見
を
開
き
、「
裁

判
員
の
視
点
・
感
覚
を
反
映
し
、

よ
り
多
角
的
で
深
み
の
あ
る
判
断

が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

こ
の
十
年
間
戦
後
最
大
の
刑
事
司

法
の
改
革
が
お
お
む
ね
順
調
に
歩

み
続
け
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
感

慨
を
覚
え
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、「
総
括
報
告
書
」
を
公
表

し
た
。
裁
判
員
な
ど
と
し
て
、
刑

事
裁
判
に
か
か
わ
っ
た
市
民
は
、

九
万
人
に
上
る
。
裁
判
員
の
九
割

以
上
が
、
司
法
に
参
加
し
た
経
験

を
肯
定
的
に
捉
え
る
一
方
、
辞
退

率
の
高
さ
や
時
間
、
精
神
面
の
負

担
軽
減
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課
題

は
な
お
多
い
。
国
民
が
裁
判
員
又

は
、
補
充
裁
判
員
に
選
任
さ
れ
、

法
廷
で
証
拠
調
べ
を
聴
き
、
評
議

と
判
決
に
参
加
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
一
万
二
千
人
の
被
告
人
に
対

し
、
裁
判
員
裁
判
に
よ
る
判
決
が

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
十
年
間
の

最
大
の
成
果
は
、
裁
判
が
わ
か
り

易
く
な
っ
た
こ
と
だ
と
思
う
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
が
参
加
し
易

く
す
る
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
と
思
う
。

心
理
的
負
担
に
つ
い
て

先
ず
、
裁
判
員
の
「
心
理
的
負

担
」
の
問
題
だ
。
裁
判
員
制
度
は

重
大
な
犯
罪
を
対
象
と
す
る
た
め

に
、
残
酷
な
証
拠
写
真
や
画
像
を

見
る
こ
と
が
あ
り
、
心
理
的
負
担

が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
重
大
事
件
を
裁
く
裁

判
員
裁
判
か
ら
証
拠
写
真
な
ど
は
、

除
外
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。

裁
判
員
裁
判
で
は
、
被
告
人
か

ら
生
命
や
自
由
を
奪
う
結
果
と
な

る
こ
と
が
、
法
に
基
づ
い
て
適
正

に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
主
権
者
と

し
て
、
注
視
す
る
意
味
が
あ
る
か

ら
だ
。
か
と
い
え
、
裁
判
員
に
心

理
的
負
担
を
か
け
る
こ
と
は
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
を
担

当
す
る
法
曹
三
者
が
、
必
要
か
つ

十
分
な
証
拠
を
厳
選
し
、
カ
ラ
ー

写
真
で
な
く
白
黒
写
真
と
す
る
な

ど
、
裁
判
員
に
対
し
て
証
拠
情
報

を
提
示
す
る
方
法
を
工
夫
す
る
必

要
が
あ
る
。

ま
た
、
裁
判
官
が
裁
判
員
と
十

分
な
意
志
疎
通
を
図
る
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
か
。
制
度
開
始
当
初

に
三
、
四
日
だ
っ
た
平
均
期
日
数

は
二
〇
一
八
年
に
六
、
四
日
と
な

り
、
審
理
が
長
期
化
傾
向
に
あ
る

の
も
問
題
だ
。

裁
判
員
裁
判
制
度
十
年
の
検
証
と
課
題

文
化
体
育
部
長

久
保

親
志
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J

R
九
州
が
、
各
地
で
主
催

す
る
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
参
加
し
て
み
た
。
現

地
の
駅
で
受
付
し
、
参

加
費
も
要
ら
な
い
、
催

し
で
あ
る
。
た
だ
し
、

自
宅
か
ら
現
地
ま
で
の

移
動
が
必
要
な
の
で
、

運
賃
は
必
要
で
あ
る
。

昨
今
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ブ
ー
ム

で
、
参
加
者
は
多
い
。
駅
受

付
で
、コ
ー
ス
図
を
渡
さ
れ
、

コ
ー
ス
図
に
従
っ
て
、
各
自

の
ペ
ー
ス
で
歩
く
の
で
あ
る
。

興
味
の
あ
る
場
所
は
ゆ
っ
く

り
と
、
疲
れ
た
ら
休
憩
し
、
途
中

コ
ー
ス
ア
ウ
ト
も
OK

だ
。
コ
ー
ス

の
要
所
々
に
、
案
内
の
職
員
が
立

っ
て
い
る
の
で
迷
う
こ
と
は
な
い
。

今
回
は
、
門
司
駅
を
起
点
と
し

た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
あ
る
。

門
司
駅
は
、
平
成
１６
年
に
橋
上

駅
舎
に
改
築
さ
れ
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
さ
れ
て
い
る
。
改
築
前
は
、

荷
物
運
搬
用
の
地
下
通
路
を
通
っ

て
、
利
用
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

た
。
駅
か
ら
、
戸

ノ
上
神
社
へ
向
か

う
。
途
中
「
風
呂

の
井
戸
」「
風
呂
の

地
蔵
」
と
い
う
史

跡
が
あ
り
、「
な
ん

だ
ろ
う
」
と
説
明

を
見
る
と
、
平
家

が
都
落
ち
し
た
折
に
、
疲
れ
を
い

や
す
た
め
に
用
い
た
井
戸
で
あ
り
、

後
に
壇
ノ
浦
で
海
の
藻
屑
と
消
え

た
霊
を
祀
っ
た
、
地
蔵
だ
と
の
こ

と
。門
司
の
地
の
歴
史
を
感
じ
る
。

さ
ら
に
進
ん
で
い
く
と
、
戸
ノ

上
神
社
へ
た
ど
り
着
い
た
。

境
内
へ
は
、
正
面
か
ら
だ
と
階

段
で
あ
る
が
、
脇
に
自
動
車
お
祓

い
の
た
め
の
通
路
が
あ
っ
た
。

其
れ
を
上
っ
て
行
く
と
、
本
殿

へ
の
ス
ロ
ー
プ
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
神
社
は
、
最
近
ど
こ
も
ス
ロ

ー
プ
を
設
置
し
、
車
い
す
で
も
参

拝
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
は
、

う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。

参
拝
を
終
え
、
下
っ
て
い
く
と

途
中
、
焼
き
物
風
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

に
出
く
わ
し
た
。
珍
し
か
っ
た
の

で
、
し
ば
し
眺
め
る
。

そ
の
裏
手
に
、
御
所
神
社
「
柳

の
御
所
」
が
あ
り
、
や
は
り
安
徳

天
皇
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
。

「
お
ご
れ
る
も
の
も
久
し
か
ら

ず

た
だ
春
の
夜
の
夢
の
ご
と

し
。」
平
家
は
、
九
州
の
果
て
ま
で

転
々
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
コ
ー
ス
を
行
く
と
、
大

里
宿
場
が
あ
る
。
北
九
州
で
は
、

長
崎
街
道
が
有
名
で
あ
る
が
、
門

貧
乏
暇
あ
り
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は
じ
め
に

二
〇
一
六
年
二
月
一
三
日（
土
）

に
、
福
岡
県
弁
護
士
会
館
で
行
わ

れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ハ
ン
セ
ン

病『
特
別
法
廷
』と
司
法
の
責
任
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

知
り
え
た
問
題
と
そ
の
後
の
事
実

を
述
べ
て
み
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
は
、
九
〇

年
に
わ
た
る
国
の
間
違
っ
た
隔
離

政
策
に
よ
っ
て
偏
見
や
差
別
に
苦

し
め
ら
れ
、
数
々
の
悲
劇
に
巻
き

込
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
一

年
、
行
政
・
立
法
府
の
国
家
賠
償

責
任
を
認
め
る
違
憲
判
決
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
司
法
の
場
に
お
い

て
も
、
犯
罪
に
関
わ
っ
た
疑
い
で

起
訴
さ
れ
た
患
者
が
、
事
実
上
非

公
開
の
特
別
な
法
廷
で
裁
か
れ
て

い
た
事
実
は
余
り
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
患
者
の
人
た
ち
は
、
裁
判

所
の
「
公
開
法
廷
」
で
は
な
く
、

療
養
所
内
で
「
隔
離
裁
判
」
が
行

わ
れ
て
い
た
と
い
う
問
題
が
あ
り
、

こ
れ
が
「
特
別
法
廷
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

「
特
別
法
廷
」
と
は
何
か

そ
こ
に
は
、
差
別
的
な
取
り
扱

い
が
な
か
っ
た
の
か
。
全
国
ハ
ン

セ
ン
病
入
所
者
協
議
会
は
、「
特
別

法
廷
」
は
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対

す
る
差
別
的
取
り
扱
い
で
「
裁
判

の
公
開
原
則
」に
反
す
る
と
し
て
、

最
高
裁
判
所
に
検
証
申
し
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。
最
高
裁
判
所
は
異

例
の
調
査
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

一
九
五
〇
年
代
に
起
き
た
熊
本
県

で
起
き
た
殺
人
事
件（
菊
池
事
件
）

で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
で
あ
る

被
告
人
は
無
罪
を
訴
え
な
が
ら
も
、

証
拠
物
に
触
れ
さ
せ
て
も
ら
え
ず
、

死
刑
判
決
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し

て
、
再
審
請
求
棄
却
直
後
に
死
刑

執
行
さ
れ
ま
し
た
。二
〇
一
三
年
、

福
岡
県
弁
護
士
会
、
九
州
弁
護
士

会
連
合
会
は
、「
菊
池
事
件
」
に
つ

い
て
、
検
察
官
に
よ
る
再
審
請
求

を
求
め
る
声
明
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
「
隔
離

裁
判
」に
お
け
る「
司
法
の
責
任
」

と
「
菊
池
事
件
」
に
つ
い
て
、
歴

史
の
闇
に
埋
も
れ
た「
特
別
法
廷
」

を
関
係
者
の
証
言
か
ら
た
ど
り
、

「
法
の
番
人
」
で
あ
り
「
人
権
の

砦
」
で
あ
る
裁
判
所
の
責
任
を
強

く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
は
皮
膚
に
結
節
や

斑
紋
が
で
き
、
そ
の
部
分
に
知
覚

麻
痺
が
発
生
、
ま
た
、
ま
ゆ
毛
や

ま
つ
毛
の
脱
毛
、
手
足
や
顔
面
の

変
形
、
視
力
障
害
な
ど
も
起
こ
る

感
染
症
で
す
。
感
染
力
や
発
病
力

は
極
め
て
弱
く
皮
膚
や
末
梢
神
経

が
侵
さ
れ
る
病
気
で
す
が
、
感
染

力
は
極
め
て
弱
く
、
早
期
に
治
療

を
行
え
ば
確
実
に
治
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
明

治
時
代
に
患
者
の
隔
離
が
始
ま
り
、

一
九
四
七
年
に
、
ア
メ
リ
カ
で
開

発
さ
れ
た
「
プ
ロ
ミ
ン
」
と
い
う

特
効
薬
が
輸
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
治
療

は
飛
躍
的
に
前
進
し
た
の
で
す
。

そ
の
後
の
薬
の
開
発
に
よ
り
、
早

期
完
治
が
可
能
と
な
っ
た
後
も
、

医
学
的
な
根
拠
の
な
い
ま
ま
約
九

〇
年
に
わ
た
っ
て
隔
離
政
策
が
続

き
ま
し
た
。

二
〇
〇
一
年
に
は
、
元
患
者
た

ち
が
起
こ
し
た
訴
訟
で
隔
離
政
策

を
憲
法
違
反
と
し
て
国
に
賠
償
を

命
じ
る
判
決
が
確
定
し
、
政
府
と

国
会
は
責
任
を
認
め
て
謝
罪
し
て

い
ま
す
。
誤
っ
た
政
策
に
裁
判
所

も
加
担
し
差
別
を
助
長
し
て
い
た

と
す
れ
ば
、
司
法
の
根
幹
に
関
わ

る
極
め
て
重
大
な
問
題
な
の
で
す
。

さ
て
、
裁
判
は
隔
離
さ
れ
た
場

所
で
開
か
れ
ま
し
た
か
ら
、
一
般

ハ
ン
セ
ン
病
「
特
別
法
廷
」
と
最
高
裁
の
謝
罪
に
つ
い
て

福
岡
支
部

久
保

親
志
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手放しで喜こんで良いのだろうか？

北
九
州
市
立
響
灘
緑
地
（
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
）
は
、
若
松
区
に
あ

る
市
内
最
大
の
公
園
で
、
花
と
緑

に
包
ま
れ
、
ま
た
カ
ン
ガ
ル
ー
も

飼
育
さ
れ
お
り
、
休
日
と
も
な
る

と
親
子
連
れ
や
、
花
を
楽
し

む
高
齢
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、「
市
は
広
大
な
敷
地
を

活
か
し
、
魅
力
あ
る
遊
び
場
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。」

こ
の
度
、
当
公
園
で
は
、
そ
の
最

初
と
な
る
施
設
「
世
界
最
長
の
ブ

ラ
ン
コ
」
の
完
成
を
記
念
し
、
２

０
１
９
年
５
月
１１

日
（
土
）
に

「『Longest sw
ing set

』（
最
も
長

い

ブ

ラ

ン

コ
・
セ
ッ
ト
）

ギ
ネ
ス
世
界

記
録
挑
戦
会
」

を
開
催
し
ま

し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト

で
は
、「
世
界

最
長
の
ブ
ラ

ン
コ
」
長
さ

（163.35m

）

の
証
明
と
、
事
前
応
募
の
参
加
者

１
０
０
名
が
、
一
斉
に
「
世
界
最

長
の
ブ
ラ
ン
コ
」
に
乗
る
機
能
の

証
明
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、
全

長
163.35m

（535ft 11in

）
で

「『Longest sw
ing set

』（
最
も
長

い
ブ
ラ
ン
コ
・
セ
ッ
ト
）」
の
ギ
ネ

ス
世
界
記
録
に
、
認
定
さ
れ
ま
し

た
。」

と
あ
る
よ
う
に
、
長
大
な
ブ
ラ
ン

コ
が
設
置
さ
れ
た
。

物
見
高
い
私
は
、
早
速
現
地
へ

行
っ
て
き
た
。
以
前
は
、
バ
ザ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
て
、
広
場
が
な
く

な
っ
て
、
そ
こ
に
円
形
に
並
ん
だ

ブ
ラ
ン
コ
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

普
通
の
、
座
面
の
ブ
ラ
ン
コ
と

と
も
に
、
背
も
た
れ
の
あ
る
、
ブ

ラ
ン
コ
、
振
り
巾
を
小
さ
く
し
た

ブ
ラ
ン
コ
が
あ
っ
た
。

こ
の
差
は
、
な
ん
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
た
ら
、
幸
い
な
こ
と
に
遊

具
の
専
門
業
者
が
、
見
学
に
来
て

い
た
。
名
札
を
ぶ
ら
下
げ
て
い
た

の
で
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
関
係

者
か
と
思
い
、
声
を
か
け
た
の
だ

が
、
工
事
を
落
札
で
き
な
か
っ
た

遊
具
業
者
と
の
こ
と
。

ブ
ラ
ン
コ
の
違
い
に
つ
い
て
、

聞
い
て
み
る
と
、
背
も
た
れ
の
あ

る
ブ
ラ
ン
コ
は
幼
児
用
、
振
り
巾

の
小
さ
い
の
は
、
低
学
年
用
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

「世界最長のブランコ」がギネス

世界記録™に認定 北九州市響灘緑地グリーンパーク

グリーンパークＨＰより
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今年も頂きました

イオン幸せの黄色い

レシートキャンペーン

福
脊
連
活
動
日
程
及
び
経
過
報
告

３
月
２１
日

福
岡
支
部
総
会

福
岡
市
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ

４
月
１４
日

北
九
州
支
部

イ
オ
ン
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
贈
呈
式

４
月
２０

日

福
岡
県
支
部
役
員

会

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

４
月
２１
日

北
九
州
支
部
総
会

４
月
２７
日

筑
後
支
部
総
会

会
費
納
入
の
お
願
い

会
員
・
賛
助
会
員
の
皆
様
へ
、
お

願
い
で
す
。
皆
様
も
、
ご
承
知
の

と
お
り
、
当
会
の
運
営
は
会
費
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。

会
費
が
未
納
の
方
は
、
左
記
口

座
ま
で
納
入
し
て
、
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
会
費

７
２
０
０
円

※
減
額
対
象
者
あ
り

■
賛
助
会
員

【
Ａ
】
１
０
０
０
０
円

【
Ｂ
】
７
２
０
０
円

【
Ｃ
】
３
０
０
０
円

■
口
座

郵
便
振
替
口
座

■
口
座
番
号

０
１
７
６
０

３

２
８
９
２
５

■
口

座

名

福
岡
県
脊
髄
損
傷
者
連
合
会

※
他
の
金
融
機
関
か
ら
の
振
込
用

口
座
番
号

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

一
七
九
支
店

当
座
０
０
２
８
９
２
５

毎
月
１１
日
の
「
イ
オ
ン
・
デ
ー
」

に
、
実
施
し
て
い
る
「
イ
オ
ン
幸

せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
の
贈
呈
式
が
当
北
九
州
支

部
の
登
録
店
で
あ
る
イ
オ
ン
若
松

店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

店
舗
毎
に
レ
シ
ー
ト
（
普
段
は

白
い
紙
の
レ

シ
ー
ト
で
す
が
、
１１
日
は
黄
色
い

紙
の
レ
シ
ー
ト
）
の
金
額
の
１
％

が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

４
月
１４
日
、
イ
オ
ン
若
松
シ
ョ

ッ
ピ
ン
セ
ン
タ
ー
一
階
に
設
け
ら

れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
贈
呈
式
が

執
り
行
わ
れ
、
宮
岡
支
部
長
が
出

席
し
て
贈
呈
品
（
５
３
７
０
０
円

分
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
）
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

今
年
の
受

取
額
は
過

去
最
高
で
、

８

月

と

１２

月

に

は
店
頭
に

立
ち
レ
シ

ー
ト
の
投

函
を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、

皆
様
に
当
会
の
活
動
が
理
解

さ
れ
て
き
た
も
の
と
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

支
部
で
は
こ
れ
ま
で
も
、

頂
い
た
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
で
、

プ
リ
ン
タ
ー
の
イ
ン
ク
や
用
紙
・

事
務
用
品
な
ど
を
購
入
し
、
相
談

会
の
案
内
や
支
部
会
員
へ
の
連
絡

に
役
立
て
て
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
「
黄
色
い
レ
シ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
ご
協
力
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（
北
九
州
支
部
）
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「
定
年
前
の
希
望
退
職
を
募

る
！
！
増
え
る
希
望
退
職
募
集

（
上
場
企
業
）
〜
年
一
万
人
超
す

勢
い
と
の
見
出
し
・
・
好
業
績
の

企
業
で
も
、
将
来
を
見
据
え
て
踏

み
切
る
ケ
ー
ス
が
、
で
て
い
る
の

が
特
徴
だ
。」
と
い
う
。

職
場
領
域
の
整
備
（
Ａ
Ｉ
化
）

と
『
経
営
環
境
変
化
の
ス
ピ
ー
ド

が
早
ま
る
な
か
、
成
長
分
野
に
集

中
す
る
た
め
、
景
気
や
自
社
の
業

績
が
よ
い
う
ち
に
リ
ス
ト
ラ
を
早

め
よ
う
と
す
る
経
営
者
が
増
え
て

き
た
』
と
経
団
連
の
中
西
宏
明
会

長
は
、
今
月
の
記
者
会
見
で
『
だ

め
に
な
り
そ
う
な
事
業
を
雇
用
の

維
持
の
た
め
に
残
す
こ
と
は
、
雇

用
さ
れ
て
い
る
人
に
と
っ
て
一
番

不
幸
だ
』
と
語
っ
て
い
る
。

た
だ
、
希
望
退
職
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
な
り
や
す
い
の
は
、
賃
金
が

高
め
の
中
高
年
だ
。
今
年
に
入
っ

て
募
集
し
た
十
六
社
で
も
、
一
〇

社
が
応
募
受
付
の
条
件
を
『
四
五

歳
以
上
』
と
し
て
い
る
。
こ
の
世

代
は
、
子
供
の
教
育
費
な
ど
、
家

計
の
苦
し
さ
を
求
め
ら
れ
る
の
が

増
す
こ
と
も
多
い
反
面
、
職
種
を

変
え
る
の
は
難
し
く
、
再
就
職
に

苦
労
し
が
ち
だ
。
大
手
メ
ー
カ
ー

に
勤
め
る
五
〇
代
の
男
性
は
、
希

望
退
職
を
促
さ
れ
、
転
職
サ
イ
ト

に
登
録
し
た
。

だ
が
、
届
く
求
人
は
、
年
齢
制

限
で
応
募
で
き
な
い
も
の
ば
か
り
。

人
手
不
足
で
転
職
に
は
追
い
風

と
言
わ
れ
る
が
、『
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
若
い
人
だ
け
だ
」
と
肩
を

落
と
す
。（（5

/2
5

朝
日
新
聞
朝
刊
・

（
内
藤
尚
志
））
よ
り
一
部
抜
粋
。

一
方
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え

て
、
六
〇
歳
以
上
で
も
働
く
の
が

当
た
り
前
の
時
代
に
な
り
、
人
手

不
足
も
あ
い
ま
っ
て
、
シ
ニ
ア
が

即
戦
力
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
置
き
去
り
に
さ

れ
て
き
た
の
が
、
シ
ニ
ア
の
働
く

環
境
の
整
備
。
労
災
が
多
発
し
、

事
故
が
起
き
て
も
、
泣
き
寝
入
り

せ
ざ
る
を
え
な
い
の
が
現
状
・
・

令
和
時
代
始
ま
り
は
、
平
成
が
残

し
た
「
生
活
困
窮
者
」
の
労
働
シ

ニ
ア
が
抱
え
る
リ
ス
ク
と
闇
に
葬

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
実
態
が
あ

る
。
六
〇
歳
以
上
労
災
発
生
三
万

件
！
！
「
労
災
隠
し
」
も
あ
る
と

い
う
。

東
京
電
力
が
四
月
に
始
ま
っ
た

在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
の
外
国

人
労
働
者
を
福
島
第
一
原
発
の
現

場
作
業
に
受
け
入
れ
る
方
針
を
表

明
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
厚
生
労

働
省
が
二
一
日
、「
極
め
て
慎
重
な

検
討
」（
根
本
匠
厚
労
相
）
を
東
電

に
求
め
た
。
日
本
語
に
不
慣
れ
な

外
国
人
労
働
者
が
放
射
性
物
質
の

残
る
現
場
で
働
く
こ
と
は
労
災
事

故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
た
め
で
、

事
実
上
…
法
務
省
は
、
第
一
原
発

内
で
東
電
が
発
注
す
る
事
業
に
つ

い
て
「
全
て
廃
炉
に
関
す
る
も
の

で
、
一
般
的
に
海
外
で
発
生
し
う

る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
、
技
能

実
習
生
の
受
け
入
れ
は
、「
国
際
貢

献
」
と
い
う
趣
旨
か
ら
不
可
と
し

て
き
た
。

だ
が
、
特
定
技
能
に
つ
い
て
東

電
は
、
法
務
省
に
問
い
合
わ
せ
た

結
果
、「
新
資
格
は
受
け
入
れ
可
能
。

日
本
人
が
働
い
て
い
る
場
所
は
、

分
け
隔
て
な
く
働
い
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
」（
東
電
広
報
担
当
）

と
判
断
し
た
。

過
労
地
獄
を
！
思
い
を
伝
え
た

い
！
！
と
、「
あ
の
頃
は
心
を
な
く

し
て
い
た
」
二
〇
〇
〇
年
大
学
卒

業
後
に
入
っ
た
会
社
は
正
社
員
が

ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
雑
務
が
の
し

か
か
り
休
み
も
な
く
、
明
け
方
に

帰
る
も
、
食
事
時
間
も
十
分
と
れ

ず
、
二
ヵ
月
で
八
㌔
痩
せ
た
。
テ

レ
ビ
を
見
る
暇
も
友
達
と
会
う
時

間
も
な
く
、
隔
絶
さ
れ
た
世
界
だ

っ
た
。
本
書
は
体
験
を
踏
ま
え
た

小
説
。
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
に
入
社
し

た
新
卒
の
男
性
社
員
三
人
が
会
社

に
泊
ま
り
込
み
仕
事
に
明
け
暮
れ
、

心
身
を
す
り
減
ら
す
日
々
を
描
く
。

立
っ
た
ま
ま
居
眠
り
す
る
場
面
も
。

安
藤
祐
介
著
・K

A
D

O
K

AW
A

“
平
成
が
残
し
た
『
働
き
方
改
革
』
の
実
態
と
闇   

”
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編
集
後
記

わ
だ
ち
発
行
が
遅
く
な
り
、
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
編
集
中
、
台

風
の
被
害
が
起
き
ま
し
た
。
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
坂
本
）

《 今月の時事 》

「２０２０年東京五輪・パラリンピックをめぐり、関連施設の建設現場の労働環境に様々

な問題があるとして、労働組合の国際組織が大会組織委員会や東京都、日本スポーツ振興

センター（ＪＳＣ）に改善を求める報告書を送った。危険な現場や過重労働の実態などを

指摘し、『惨事にならないよう、すぐに対策をとるべきだ』としている。」～ＢＷＩは、１

６年から東京大会の労働環境について調査。今年２月には、新国立競技場や選手村の建設

現場で働く労働者ら、約４０人から聞き取りをした。報告書では、つり上げた資材の下で

作業をしている▽通報窓口が機能していない▽外国人技能実習生もいるにもかかわらず、

一部は通報受付が日本語のみ、など問題点を指摘。「頭上をコンクリートが、プラプラして

いる状態で怖い」といった現場の声にも触れ、「労働者が、極めて危機な状況に置かれてい

る。」などとして組織委や東京都・ＪＳＣに対し、建設現場の共同査察を提案した。昨年

10 月、20 代の大工の男性は、選手村の工事現場に初めて入って驚いた。頭上 30 ㍍程に、

コンクリート板（床材）が、ぶら下がっていたという。〜本来なら、コンクリートの板を

支える柱や壁ができ上がってから、運ぶべきとだと思っていた。親会社の職人に「まだ、

壁も出来ていないのに」と言うと、「いつもそうだ」と返されたという。資材を搬入するト

ラックが、次々と現場に来るため、荷を下ろさないと滞ってしまうというのだ。結局、男

性と同僚たちは、仕事を一週間でやめた。「命がいくつあっても足りない」と男性は言う。

「ほかの職人も『できないと』言うべきだが、たてつくと次の仕事がもらえられなくなる

から、言えない」。労働安全衛生法では、事業者は、クレーンでつり上げられている荷の下

に、労働者を立ち入らせてはならないと定めている。〜BWI は、危険な作業や選手村での、

月 28 日間労働など実態を指摘。そうした問題を現場から吸い上げ、改善に繋げるはずの

「通報制度についても、機能していないと警告した。（５/16 朝日新聞朝刊・平山亜理・山

本亮介）より抜粋。平成が残した「働く環境と激変する働き方」は、年齢を問わず「突き

つけられて」いる。使い捨ての「働き方改革」は、平成の置き土産か。世界の経済情勢の

動向もある。さて！！～何が起こるのか「令和の始まり」に、悶々とする激動に思考回路

が、目覚ましく大回転！！さて・・・（しん）

この広報誌は、共同募金の配分金を受けて発行しています。
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